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た。解析対象は 122 名（平均年齢±標準偏差：70.3±12.7 歳、65 歳以上は 72.1％）であり、来院時点での重症度は軽症例
（NIHSS4点以下もしくは H&K grade2以下）68名（56％）、中～重症例（NIHSS5点以上もしくは H＆K grade3以上）54名（44％）
であった。発症‐来院時間の中央値（四分位偏差）は、342（76-905）分、受診遅延割合（≧3時間）は 58％であった。軽症
例の受診遅延割合は 65 歳未満 68％、65 歳以上 72％と年代による差は認めなかった。一方、中～重症例の受診遅延割合は、
































































































































全体 65歳未満 65歳以上 p値
全体 n=122 n=34 n=88
  発症-来院時間（分） 342(76-905) 261(52-2189) 342(90-824) 0.984
  受診遅延（3時間以上） 71(58.2) 17(50.0) 54(61.4) 0.254
軽症 n=68 n=22 n=46
  発症-来院時間（分） 639(136-1825) 823(118-2558) 531(137-1271) 0.218
  受診遅延（3時間以上） 48(70.6) 15(68.2) 33(71.7) 0.763
中～重症 n=54 n=12 n=42
  発症-来院時間（分） 147(54-508) 63(30-106) 180(70-700) 0.025
  受診遅延（3時間以上） 23(42.6) 2(16.7) 21(50.0) 0.039
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